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　絹布は勿論繊総類の触感に蕊ては未だ具俳的な衷示法力無く，帯々は飛肌に触れナこ時戴はそれ凄響

にし弛時の懲珍を軟いとか剛いとか又は気縛の良い肌触りとか澱う抽象的な雷葉で衷現しているのみ

である。こ0）触感は繊維の形欺（織物の揚合は組繊も驚えられる）搬膝，鷹擦，熱儀翻簿の本顕的な性

質と吾入の感覚によつて暴なるものである◎從つて触感の研究範囲は叢嵐く，之簿一連の関係の科単

的解明には非常な困難がある。それ故此処には只物理的な櫛ナどけを取扱つて見たいと思う。樹絹聯の

触感には原料繊維の輪質が火いに興つている故，雰來ならば繊維の触感の調恋を先にずべ爵であるが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，之は現准試験申故後H発褒することにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　触感の要繁について

　触感0）物理的な面の虫な嬰素としては剛さ（或は軟かさ）硬霞，摩擦，保緻駆，吸灘性等が弱えら

れる。繊維の剛さは一一一1般に鵬曳性辮（E）×慣’匡賄旨繋（1）」で爽されている。この性質が融感に最も深い

関係があるとi考えられそo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　繊維の硬さも亦緻態に闘係するものであるが，未だ硬さの定義も確定していないこと，從つて測定

法にも適当な方法が無い爲この方面は全く来開掘の歌態であるo

　鷹擦の本賀が近來数第に解明されて來揺が，それによつても触感に關係あることは明かであり，剛さ

に次で璽要な要講と潴えられる。然してこの摩擦の刺戟はその係数の大小で比較しても差支えないで

あろう。

　保濃1腱も亦触感と関係があるであろう。上にも蓮ベナこ様に触感は轡々の感覚である敏温く，域撤冷

旗く磁することは触感に影響するであろう，そして保温性の大きい程触感が良いであろうと想像され

るo

　吸漁歌蝉は淵性從つて剛さや鷹擦欺態を，或は保温性を変化せしめるものである。それ故吸灘燦は

直接間接に触感に襲係するものであつて，叉軍要な要索である。

　伺繊維の形欺は勿論のこと絹布の如き繊維加工晶に於てはその構遭組織も融感に関係すると…考えら

れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試料及案験方法

　本輿験に使用し旗賦料は鰍目及び之を糟練した絹布で密度並びに経緯糸の樽成は次の如くである。

　　幅一糎中の経糸数……………40本

　　幅一・糎中の緯糸数…・一……・39本

　　夢糸條の繊度一…一一・一・85．・8デ昌一ル　　・　’

　　　・響綴：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：二：：1耀麟羅矧揃引込み

　　聴｛鱗：：：：：：：：：：：：：：：：『：：：：：：：：：：：：齢譲繋蝦繭3。。回
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　飾絹は生織であつて極めて剛い細物であるが，精練によつて漱かな感触の極めてよい絹布とすゐご

とが出來る。依つて精練によるセリシンの除鎌蚤（練減盤）が触感の要繁の・一・・NBである麟擦係数及び剛

寄に及す撒態を測定して見た。本來康擦0）触感への影響は獣斜絹布と皮鵬との灘擦謝調斑すべ趣であ

るが，測定器の都合によつて本研究に於ては同一一・・繊維聞の鷹擦を沸1鍵しナCn測建法は試剥絹布を張つ

たi斜面上を絹布で包んだ工Ogの璽錐が滑り始める時の康擦角を測定し泌から欝U二鷹擦係数な求め巽o

　剛さは既に遡べた様にE工で表わすこととしC繊曲Verの擁閥状態の原理を応用して求めナ：o

Ca買tilev醍の自由端に一定荷魏Pをカ1えた時イ也端の圃建点がらxの賄離に於けゐ撹みをyとし，又賦

験片の長さを1翠位畏さに働く荷霊密度をPとすれば，

　　　　E・書（lxL’　xll2　　6）球（1｝㌧留至1＞………Cl）

　もし白由端にだり荷璽が加わりその京0）擁みを　‘1とし，又XPt－1　p極Qとすれば

　　　　EI＝十（号＋薯）一一・…………一…・…・・一……一・…・②

　この関係を利用し特別な試料支抽器と田f）繭幟bεしlatrictaを用いて所調剛さなるものな求めて見ナ緬

　伺絹は紫外線により脆侮される割合が茜大であゐ故，之が触感に及す影響の衛無を知る編，絹布⑳脆

化度と剛さ，及摩擦との闘係な調べ℃見拠。但し紫外線照射は欝光曝露法による。即ちa月初旬から

5月末迄の階天のElの午前9時30分から午後諸瞬趨の闇の薩射臼光を利用し牝。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵験結果及毒察

竃．精練が慶擦に及す影響

　精練による練滅辮と摩擦との関係を見る爲，絹布の経糸と経糸が本行の騰合，縫辮と緯糸が辮行の揚

合，緯糸と緯糸の卒行の揚合等に就いて鷹擦係数を求めて見ナこ。その結衆嫁第1談の如くであゐo
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2．精練が剛さに及す影饗

　精練欺態と剛さとの関係は第2表並に図に示す様に練減の増加と共に1’：1の（，ieiが増加するが7～ユoy，J

附近力’ら牌つて練減の増加認豊つて班力臓少し1隅以後本練附it「・・’c・t・kYF一常に軟くなること測・　
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　弧さはエデ篇μルに射するグラムを似つて畿し牝が，精練によつて溶解するセリシン灘に梢醐すゐ

繊度のi変化を聴慮して計算し彊ものであるo即ち練減寧に対する絹布構威糸條の繊麿褒化の一…“例な泳

せば第岳衷の如くであるo

　　踏四藤　　　　　　　　　　　　’

1練榊L吸．囲＿些釦衆二巨タ磁箋Lヨ蜘．盆囲
繊度【・…dl・9・・di・…‘”i瀕・。・・al　68・ぺ1陣空’1

　絹布の強さは練減の増加に從つて減少するが，工0％附近から後は次錦に櫓加の傾尚を承し，紳魔は

之と反対の傾向を添す様であるが，ntl1就ては次の様な理由が麺免られる。即ち精練によつてセリシ

ンが溶解される敏，その練減麟に磨じて求め旗第4炎の如き絹布構成の絹糸繊度を以つて対二tゲ轟｛

ル当りのグラム数を算出し弛のであるが，この繊度は輿際には換騨値よりすつと小さいと惣倣書れ

る。それは精練によつてセリシンの一部は藩解し除虫されるが一…RISは織布の闇隙簿1工騰櫻す砺この

セリシンは練減率には無関係であるが，築質的な絹糸織度の減少灘には糊捜な闘傑がある故響ある⇔

　伸度は精練によるセリシンの一・－esBの溶解凝園による被膜の爲に劉颪部の補強力罵行われ為爲精練の漁

行と共に増加するが，セリシンの淺盤が漸く少くなるにi翔zばフィヅ”インの欠点郡も款鋤譲齢1二

現われて來て伸度を滅するものと思われる0

4。紫外線が摩擦及剛さに及す影饗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　試料として未精練区，9，6％練減区，18。9％練減区の3種に就いて日光磁露法によつ℃塘の紫外線の

摩擦及剛さに及す影響を測定し牝結果は　　　　第5図

第5表及第5，6図の如くである。
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るρ精謙の初期に剛＄の櫓掴するのはセリシンが布面に広がり名・経緯糸の結禽を彊化する爲，即ち糊

付し北駅態になる爲蝕藷免られる。この様な聴免からすれば練減のもつど少V・0％に近い辺に剛さの

酸大億があるのではないがと思われるが，ホ爽験では6％以内の測施が無い爲断欝し鹸ねる。この点

ば次の機会に明かにして見たいと思う。
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3・　精練と絹布の強さ及伸慶との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’　／／

　本調蘇は触感には薩接関係ないが絹布の性質の変化冷知る爲の諺磯調齋として得つ弛ものである。
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鱒鰍踏区と胴じ髄で紫外線の照身寸雌く輪脚力11して励瀦の関係は殆ど醐関係
を示して鴨・即ち日光囎時間1日欄矧こ大体0・。01の船で摩擦係数囎カロする如くである。ft

牒験に於て備鰍態と鱒係数との関係は（1）の揚合と剛勲餉赫している。即S＊精練区
の値が最小，9。6％区が最大で練減の甚だ大きい18．9％区が中間餓を添している。

剛さは（1）の値が働て畑欄係す敬之醐か魔暇り紫鱒の影饗翻確につかむこと
が出來なV’。然し各試料の第6表に示す重量が各試料の（1）の値に比例するとすれば本輿験の範囲内

では未精駆，9・6％練区卿くセリシ睦多分に舗するもので翻爆麟闇あ噛加と共醐さ

輔し・18・9％練区の如くセリシンの殆んど除麟枇もので醐少する如構えら泌が，此の間
題は更にi調盗をして見る積りである。

5．紫外線が強さ及伸度に及す影饗

紫外線こよつ獺布も騨及伸恥第壊伽幟舛るが調繍鰍態の齢よりその騰砂
ない。
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　第7表（B）は張さ及伸度の変化炊態を擦準区RPち日光に曝露せぬものiPXOOとして衷し弛比率で絹

布の脆化状態を示すものであるが，これ等の値は曾て薯者の測定し拠生糸の紫外線による脆化率より

少ない。之はもとより條件が同一一でなV・故巌密な比較は禺來ないが，絹布の揚合は糸條の璽りに俄つ

て紫外線の影響の少ない糸條も存鹿する筈故之等の原因の爲ではないかと湾えられる。尚図に於ける

各区の強さの臆化朕態は極めて類似の傾向を示しているが，之等の点から見て絹布に於けるセリシン

の腐無多少はその脆化現象にあまり関係がない様に驚えられる。
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　触感の科単的研究が現樫ゑく不間に附されているが，絹繊維或は絹布には蠣要な儀質である。瀞葡

が剛さ，摩擦を触感の一要素とし℃生織絹布及之を精練したものに就V・て種々測簸しナニ結衆は次の如

くであつた。

1．絹布の摩擦歌態は精練の遭むにつれ増加するが練減率10％附近で火なる廠擦係数櫨謝紫すけ，セ

　リシン分布歌態の変化に塞因する布面の倣態の変化と関係が潔いと恩われ為0

2・　剛さに就いては本契験の範囲内では，朱精煉絹布より却つて7～⑳％練滅のカが剛いが，鵡は（1）

　に述べ此と同様なセリシンの作用によるものと思われる。然し練減が璽に増すと愈戦に軟’〈なリフ

　ィプロイン塞來の剛さに近づく如くである0

3．絹講の摩擦係数は紫外線の照射の爲に増加する。この摩擦の変化は絹糸艶灘のセリシン載はツィ

　ブPt　dンの変化によるものと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

4。剛さに及ぽす紫外線の影響は各試糾の1の値が…一一定でない爲明かでないが，来精練及9，6％緻滅

　区の如くセリシン2tt含腐するものでは紫外線照射鍛の廟加と共に剛さも櫓加すゐ如く見丸ゐLS

5・紫外線こよつて糸肺も絹糸岡様張級イ椴繊するが，そ端1舗少い楼であ転、

　　本研究の一部は昭和％年度丈郡雀科単研究費によつたものであゐ。
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